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「広報のと」12 月号の印刷費は一部当たり 32 円です。

P L U S

PIN No.P13 - 0179
環境保護印刷：クリオネマーク認証

この印刷物は、E3PA のゴールドプラ
ス基準に適合した地球環境にやさし
い印刷方法で作成されています。
E3PA：環境保護印刷推進協議会
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アジア生物文化多様性国際会議

先進地・能登に世界が注目
里山活用の取り組みを発信

　七尾市を主会場に第１回アジア生物多様性国際会

議が開かれ、国内外の研究者が石川県を訪れました。

　10 月 27 日は「春蘭の里」を谷本知事と生物多様

性条約事務局長のブラウリオ・ディアスさん、国連

教育科学文化機関（ユネスコ）事務局長補のフラヴィ

ア・シュレーゲルさんらが訪問し、春蘭の里実行委

員会の多田喜一郎事務局長から農家民宿の取り組み

などについて聞き取りました。

　会期中は県内各地で現地視察があり、町では 10

月 29 日に「春蘭の里」とのと海洋ふれあいセンター、

柳田植物公園を訪れるツアーが実施されました。

農家民宿の取り組みなどについて説明する
多田さん（10 月 27 日・春蘭の里）

フィールドエクスカーション①

能登の里山里海の伝統文化と
サステイナブルな地域づくり

　「春蘭の里」や「ま

る や ま 組 」（ 輪 島 市 ）

な ど を 巡 る ツ ア ー で

す。春蘭の里では、中

本安昭実行委員会会長

の案内で、キノコ山を

散策し、保全状況を確

認。「サマツ」などの

キノコ狩りを楽しみま

した。
キノコの説明をする
中本さん

フィールドエクスカーション②

ユネスコ無形文化遺産「あえのこと」と
能登の自然を活かした人材育成

　のと海洋ふれあいセンターや柳田植物公園、宗玄酒造

（珠洲市）などを訪れるツアー。小木地区で「アカテガ

ニが暮らす森づくり」活動に励む「グリーンキーパーズ」

の取り組みを学んだほか、地元に伝わる御船太鼓の実演

を楽しみました。センターの「磯の散策路」では海藻や

魚介類などの生物

を観察し、能登の

豊かな里海を体感

しました。柳田植

物公園ではあえの

ことの実演を見学

し、伝統行事に触

れました。

漂着した海藻などを観察

柳田植物公園の馬場信義施設長による
あえのこと実演に見入る参加者

スマホで「広報のと」

「i 広報紙」がリニューアルして「マチイロ」に
　スマホで広報のとを読むことができる「ｉ
広報紙」が「マチイロ」にサービス名を変更
しました。すでに「ｉ広報紙」をご利用中の

端末は、アップデートによってアプリが入れ
替わるようになりますので、新しくダウン
ロードする必要はありません。

「行政」「人」「地域の魅力・価値」を「プラス」でつなぐ情報誌


